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わたしの

検
索

能登町観光活性フォーラム能登町観光活性フォーラム
　町の観光活性化に向けて、魅力発信や他分野との連携のあり方

を考えるフォーラムです。来場者にはパティシエ・辻口博啓さん

が考案した「能登町食資源・やなぎだブルーベリーアイス」など

の試食特典もあります。ぜひご参加ください。

　定員 120 人、お子様の同伴も可能です。

　当日参加もできますがアイスクリーム・YUKIZURI の試

食に限りがあるため、事前の申込をおすすめします。

問柳田植物公園☎ 76-1680

町のさらなる活性化に向けて

3 月 5 日㊐ 14:00 ～ 15:15
コンセールのと

日時

場所

　
「
能
登
丼
」
の
新
た
な
参

加
店
を
募
集
し
ま
す
。
参
加

資
格
を
満
た
し
、
能
登
丼
の

定
義
を
遵
守
で
き
る
店
舗
が
対
象
で
す
。
季
節
限
定
提
供

の
場
合
も
、
今
回
の
参
加
申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

能
登
丼
２
０
１
７
提
供
期
間

　

7
月
1
日
～
平
成
30
年
6
月
30
日

参
加
資
格

　

①
奥
能
登
地
域
（
輪
島
市
・
珠
洲
市
・
穴
水
町
・
能
登

町
）
内
に
あ
る　

②
飲
食
店
な
ど
の
営
業
許
可
（
食
品
衛

生
法
第
52
条
）
を
受
け
て
い
る　
　

③
「
能
登
丼
事
業
協

同
組
合
」
に
加
入
し
、
出
資
金
お
よ
び
会
費
を
納
め
る

募
集
締
切　

3
月
31
日
㊎
必
着

遵
守
要
件

　

①
能
登
丼
の
定
義
を
遵
守
し
て
提
供
す
る　

②
お
も
て

な
し
の
心
を
大
切
に
し
、
何
よ
り
も
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
最
優
先
に
努
力
す
る　

③
提
供
店
を
明
示

す
る
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
の
ぼ
り
旗
）
を
店
頭
掲
示
す
る

④
以
上
の
要
件
を
一
つ
で
も
満
た
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
る

行
為
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
組
合
が
認
定
を
取
り

消
す
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す
る

　
　

問
能
登
丼
事
業
協
同
組
合
事
務
局
（
島
田
）

☎
０
９
０
（
３
１
５
７
）
０
１
１
３

　
　
　

奥
能
登
ウ
エ
ル
カ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会

　
　
　

事
務
局
（
県
奥
能
登
総
合
事
務
所
企
画
振
興
課
）

☎
０
７
６
８
（
26
）
２
３
０
３

能
登
に
訪
れ
る
人
を
お
も
て
な
し

能
登
丼
新
規
参
加
店
募
集

講演会の模様を 9 チャンネルで放送します。

3 月 5 日㊐  「e のとアプリ」

放送時間…6:30、10:00、12:30、15:30、
　　　　　18:30、20:30、22:30、0:30

能登町創生講演会

「葉っぱビジネス」成功例に学ぶ
　町創生講演会が 2 月 17 日に役場能都庁舎で行われ、約
200 人が参加しました。徳島県上勝町で料理のつまを生産販
売する「葉っぱビジネス」を成功させ、地域に活力をもたら
した㈱いろどりの横石知二さんを招き、成功例を学びました。
　「いろどり」の生産者は高齢者です。役割を与えられるこ
とにより奮闘を見せる元気な高齢者の姿を紹介。売り上げな
どを参照できる高齢者向けのシステムを開発し、手応えを感
じられる仕組みづくりに励んだことなどを話しました。
　「舞台をつくることが 9 割」「一人一人の小さな積み重ね
が大切」と話す横石さん。参加者は町のにぎわいづくりに生
かそうと、真剣に耳を傾けていました。
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ま
も
な
く
能
登
半
島
地
震
か
ら
10
年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年

節
目
の
今
こ
そ
過
去
に
学
び

防
災
対
策
再
確
認
を

能
登
半
島
地
震
か
ら
10
年
と
い
う
月
日
が
た
ち

ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た
施
設
な
ど
が
修
繕

さ
れ
、
今
で
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
日
常

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
災
害
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え
忘
れ

た
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
3
月
11
日

に
6
年
を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災
の
復
興
は
半
ば
で

す
。
熊
本
地
震
で
は
大
き
な
前
震
の
後
に
大
き
な
本

震
が
起
き
る
な
ど
、
想
定
外
の
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
過
去
の
災
害
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
防
災
上
重
要
で
す
。

防
災
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
の
備
え
が
大
切

○ 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

　

津
波
や
洪
水
、
土
砂
災
害
に
対
す
る

被
害
予
測
を
基
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
製
、
各
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
被
害
予
想
範
囲

と
避
難
所
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
想

定
を
超
え
る
災
害
も
起
こ
り
え
ま
す
。

避
難
行
動
の
一
助
と
し
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

○
防
災
備
蓄
の
推
進

　

避
難
者
や
帰
宅
困
難
者
の
た
め
に
食
料
や

簡
易
ト
イ
レ
、
暖
房
器
具
な
ど
の
備
蓄
を

行
っ
て
い
ま
す
。
有
事
の
際
に
す
ぐ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
避
難
所
と
な
る
各
小
中
学
校

で
も
備
蓄
を
し
て
い
ま
す
。

○
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

　

町
で
は
毎
年
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
有
事
の
際
に
迅
速
な
行
動
が
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
と
連
携
し

て
訓
練
を
行
い
、
連
絡

体
制
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
、

避
難
態
勢
を
再
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

○
自
主
防
災
組
織
の
支
援

　

い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
た
ち
で
町
内
会
を
守

る
た
め
の
「
自
主
防
災
組
織
」
の
立
ち
上
げ
や

資
機
材
購
入
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
備
え
が
あ

れ
ば
、
公
助
が
あ
る
ま
で
の
間
、
自
分
た

ち
だ
け
で
い
ち
早
く
救
助
や
炊
き
出
し
な

ど
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
通
り
、
次
の
災
害
が
い

つ
や
っ
て
く
る
か
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
の
町
内
会
で
も
自
主
防
災
組

織
を
結
成
し
て
く
だ
さ
い
。

○
防
災
士
の
育
成

　

防
災
士
は
各
地
域
の
自
助
・
共
助
の
要
と

し
て
1
月
末
現
在
で
男
性
１
２
５
人
、
女
性

48
人
の
あ
わ
せ
て
１
７
３
人
の
防
災
士
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
防
災
士
講
習
の
受

講
を
支
援
し
、防
災
士
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
負
け
な
い
町
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
町
民
の
一
人
一
人
が
災
害
へ
の
関
心
を

持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
い
つ
災
害
が

来
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に
防
災
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

能
登
半
島
地
震
の
概
要

　
平
成
19
年
3
月
25
日
。
か
つ
て
「
地

震
空
白
地
帯
」
と
さ
れ
て
い
た
能
登
半

島
で
Ｍ
6 

・
9
、
最
大
震
度
６
強
の
巨

大
地
震
が
発
生
。
能
登
町
で
は
最
大
震

度
６
弱
を
観
測
し
、
重
傷
者
２
名
を
含

む
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

○
避
難
路
の
整
備

　

津
波
は
い
つ
来
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
町

で
は
い
つ
で
も
高
台
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
避

難
路
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
電
気
が
途
絶
え
た
と
き
も
避
難

路
を
照
ら
せ
る
よ
う
ソ
ー
ラ
ー
式
照
明
灯
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

最大震度
人的被害（人） 家屋被害（件） 避難所

設置数死者 重症 軽症 全壊 半壊 一部損壊

輪島市
震度 6 強

1 46 69 513 1,086 9,988 6
穴水町 0 3 36 79 100 2,318 3
七尾市 0 17 110 69 304 7,297 0
能登町

震度 6 弱
0 2 10 1 10 1,130 0

中能登町 0 3 0 3 7 1,959 0
志賀町 0 10 27 15 215 3,384 1
珠洲市 震度 5 強 0 0 3 0 0 685 0
かほく市、宝達志水
町、羽咋市、白山市、
津幡町、加賀市 （小計）

震度 5 弱
～震度 4 0 0 2 6 18 195

0

計 1 81 257 686 1,740 26,956 10

自
助

共
助

災
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
「
公
助
」
を

受
け
る
ま
で
の
時
間
は
長
く
な
り
ま
す
。
身
近

な
場
所
で
の
備
え
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

自
分
自
身
、家
庭
、

地
域
で
の
備
え

災
害
の
教
訓
か
ら
対
策
を
練
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
町
は
過
去
に
発
生
し
た
災
害
を
基
に

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
助
町
が
行
う
減
災
・

防
災
の
備
え

町の備蓄倉庫の様子

ハザードマップの一例

能登半島地震での主な人的、家屋被害

能
登
半
島
地
震
で
は
大
規
模
な
地
滑

り
や
地
割
れ
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
、

能
登
町
で
大
き
な
被
害
が
発
生

小
木
地
区
（
上
）
と
重
年
地
区

（
右
）
の
自
主
防
災
会
の
防
災
訓

練
の
様
子
。
日
ご
ろ
の
防
災
意

識
の
啓
発
も
防
災
士
の
使
命

自
助

共
助
公
助

　

被
害
の
軽
減
に
は
日
ご
ろ
の
備
え
が
重
要
で

す
。
町
が
行
う
対
策
「
公
助
」
に
は
限
界
が
あ
り
、

一
人
一
人
が
対
策
を
行
う
「
自
助
」、
家
族
や
地

域
で
支
え
合
う
「
共
助
」
を
あ
わ
せ
て
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

ぼ
う
さ
い
甲
子
園
　

1
・
17
防
災
未
来
賞

小
木
中
が
「
大
賞
」
に
輝
く

　

優
れ
た
防
災
教
育
や
活
動
を
表
彰
す
る
平

成
28
年
度
の
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
で
小
木

中
学
校
が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
小
木
中

は
平
成
24
年
度
か
ら
5
年
連
続
で
入
賞
し
て

い
ま
す
。
1
月
25
日
に
小
木
中
2
年
の
坂
口

歩
さ
ん
と
浦
下
悠
衣
さ
ん
、
大
句
わ
か
子
校

長
が
役
場
能
都
庁
舎
を
訪
れ
、
持
木
町
長
に

受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

小
木
中
は
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
津
波

避
難
を
中
心
と
し
た
防
災
の
取
り
組
み
を
開

始
。「
小
木
の
町
か
ら
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
」

こ
と
を
目
標
に
、
避
難
経
路
を
紹
介
す
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
作
成
や
車
い
す
の
人
を
介
助
す
る
「
お

助
け
隊
」の
結
成
な
ど
、地
域
の
防
災
を
リ
ー

ド
し
て
い
ま
す
。

　

坂
口
さ
ん
と
浦
下
さ
ん
は
1
月
8
日
に

神
戸
市
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
出

席
し
、
約
３
５
０
人
の
前
で
小
木

地
区
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し

た
。
2
人
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
。
会

場
を
訪
れ
た
人
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
ま
し
た
。

ポスターを手に喜びを語る（左から）浦下さん、坂口さん、大句校長

小木中学校の
ぼうさい甲子園受賞歴

年度 受賞
Ｈ 28 ぼうさい大賞
Ｈ 27 優秀賞
Ｈ 26 奨励賞
Ｈ 25 つなみ防災賞
Ｈ 24 つなみ防災賞

高台に続く津波避難路



三
輪
衿
奈（
七
尾
特
別
支
援
学
校
珠
洲
分
校
）

▽
第
16
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
卓
球
競

技
女
子
優
勝

又
多
柊
哉（
七
尾
特
別
支
援
学
校
珠
洲
分
校
）

▽
第
71
回
県
耐
寒
継
走
大
会
高
校
３
部
個
人
優
勝

松
岡
樹
輝
・
奥
野
立
樹
（
能
登
高
）
▽
平
成

28
年
度
北
信
越
高
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
男
子
個
人
第
３
位

端
山
都
頼
・
山
下
康
輔
（
能
登
高
）
▽
平
成

28
年
北
信
越
高
校
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
競
技
男
子
個
人
第
３
位

米
澤　

優
・
東　

大
成
（
能
登
高
）
▽
平
成

28
年
度
県
高
校
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
男
子
個
人
優
勝

山
本
英
里
・
下
畠
奈
巳
（
能
登
高
）
▽
平
成

28
年
度
北
信
越
高
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
女
子
個
人
第
３
位

田
形
洸
稀
（
能
登
高
）
▽
第
71
回
国
体
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
少
年
男
子
出
場

尾
形
結
煕
（
能
登
高
）
▽
第
71
回
国
体
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
少
年
男
子
出
場

山
口
真
琴
（
能
登
高
）
▽
平
成
28
年
度
県
高

校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子

個
人
優
勝

谷
内
桜
花
（
能
登
高
）
▽
第
36
回
北
信
越
春

季
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
女
子
個
人
第
３
位

濱
高
三
奈
（
能
登
高
）
▽
第
71
回
国
体
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
少
年
女
子
出
場

佐
々
木
美
和
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）▽
第

71
回
国
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
成
年
女
子
出
場

橋
本　

遥
・
井
田
真
季
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

協
会
）
▽
平
成
28
年
度
北
信
越
選
抜
イ
ン
ド

ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
一
般
女
子
個

人
優
勝

中
田
依
緒
里
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）▽
第

71
回
国
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
成
年
女
子
出
場

寺
下
洸
平
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
平

成
28
年
度
北
信
越
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
一
般
男
子
個
人
第
３
位

髙
山
邦
夫
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
平

成
28
年
度
北
信
越
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
男
子
65
歳
以
上
個
人
第
３
位

坂
下
昭
徳
（
町
相
撲
連
盟
）
▽
第
68
回
県
体

相
撲
競
技
個
人
優
勝

土
合　

洋
（
町
水
泳
協
会
）
▽
第
23
回
県
マ

ス
タ
ー
ズ
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
25
㍍
自
由

形
優
勝
、
25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
優
勝

駒
寄
真
弓
（
町
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
）
▽
第

68
回
県
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
団
体
優
勝
、

個
人
優
勝

小
杉
崇
峰
（
町
陸
上
競
技
協
会
）
▽
第
71
回

国
体
陸
上
競
技
円
盤
投
げ
成
年
男
子
出
場

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
団
体

小
木
相
撲
教
室
（
半
田
翔
誠
、
和
田
敦
樹
、

坂
東
佳
汰
）
▽
第
31
回
県
少
年
相
撲
能
登
町

大
会
団
体
低
学
年
優
勝

七
尾
特
別
支
援
学
校
珠
洲
分
校（
向
井
悠
樹
、

又
多
柊
哉
、
川
上
春
菜
、
三
輪
衿
奈
）
▽
県

耐
寒
継
走
大
会
七
尾
大
会
高
校
３
部
優
勝

能
登
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
山
下
康

輔
、
松
岡
樹
輝
、
端
山
都
頼
、
東　

大
成
、

米
澤　

優
、
奥
野
立
樹
、
絈
井
洋
一
、
大
澤

和
馬
、
大
町　

陸
、
東　

拓
真
、
寺
山　

諒
、

前
田
公
平
）
▽
平
成
28
年
度
北
信
越
高
校
体
育

大
会
男
子
団
体
優
勝
、
平
成
28
年
度
県
高
校
選

抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
優
勝

能
登
高
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
山
本
英
里
、

下
畠
奈
巳
、
濱
田
瑠
奈
、
濵
中
桃
花
、
谷
村
明

日
香
、
佐
々
木
萌
恵
、
宮
村
優
花
、
谷
元
美
紗
）

▽
平
成
28
年
度
高
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

女
子
団
体
優
勝

能
登
高
校
男
子
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部（
尾
形
結
煕
、

田
形
洸
稀
、
斉
藤　

駿
、
山
口
真
琴
、
野
村
拓

真
、
吉
田
優
佑
）
▽
平
成
28
年
度
県
高
校
総
体

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子
団
体
優
勝
、
平
成
28

年
度
県
高
校
新
人
体
育
大
会
男
子
団
体
優
勝

能
都
ク
ラ
ッ
ツ（
町
野
球
協
会
）（
安
宅
一
幸
、

水
島
侑
希
、
板
谷
浩
史
、
東　

世
宗
、
山
本
廉
、

兵
伊　

司
、
谷
口
翔
太
、
笹
野
耕
太
郎
、
石
崎

蓮
、
町
分
勇
気
、
石
崎
恭
平
、
新
谷
諭
史
、
水

元
佑
哉
、
川
本
康
太
、
脊
戸
瑞
輝
、
平
体
達
也
、

皆
月　

諒
、
川
本
京
介
、
田
中
慎
之
介
、
松
本

優
）
▽
第
38
回
県
軟
式
野
球
珠
洲
大
会
優
勝

能
登
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
男
子（
中
宮
篤
志
、

髙
宮　

眞
、善
野
功
太
、谷
内
智
裕
、川
端
光
明
、

寺
下
将
司
、清
水
基
善
、寺
下
洸
平
、下
畠
雅
大
）

▽
第
68
回
県
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
優
勝

能
登
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
女
子（
赤
坂
由
紀
、

山
下
藍
里
、
河
村
奈
々
、
元　

悠
香
、
谷
内
美

咲
、
下
畠
尚
子
、
山
本
未
来
）
▽
第
68
回
県
体

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
優
勝

能
登
町
相
撲
連
盟
（
桑
村
颯
汰
、
中
平
翔
伍
、

濱
夢
沙
士
、
濱　

大
功
未
、
寺
下
祐
樹
、
中
平

竜
至
、
坂
下
昭
徳
）
▽
第
68
回
県
体
相
撲
団
体

優
勝

　町スポーツ表彰式が 2 月 15 日、役
場能都庁舎であり、全国大会などで活
躍を見せた選手の功績をたたえました。
　各部門の受賞者は次のとおりです。

平成 28 年度能登町スポーツ表彰

スポーツで町に勇気
アスリートの功績たたえる

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

安
孫　

周
（
石
川
高
専
）
▽
第
51
回
全
国
高
専

体
育
大
会
、
第
40
回
全
日
本
高
専
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
個
人
第
３
位

浦
下
宗
輝
（
石
川
高
専
）
▽
第
51
回
全
国
高
専

体
育
大
会
、
第
43
回
全
国
高
専
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
団
体
第
２
位

加
須
屋　

勲
（
町
水
泳
協
会
）
▽
日
本
ス
ポ
ー

ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
６
秋
田
大
会
水
泳
混
合

２
０
０
㍍
リ
レ
ー
団
体
第
２
位

川
上
春
菜
（
七
尾
特
別
支
援
学
校
珠
洲
分
校
）

▽
日
本
Ｉ
Ｄ
陸
上
競
技
ユ
ー
ス
選
手
権
大
会

陸
上
４
０
０
㍍
優
勝

加
藤
龍
真
（
津
幡
南
中
）
▽
平
成
28
年
度
全
国

中
学
校
体
育
大
会
・
第
46
回
全
国
中
学
校
相
撲

選
手
権
大
会
団
体
準
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

牧　

海
音
・
宮
下
武
輝
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）▽
第
44
回
県
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
個
人
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

竹
口
陽
菜
・
宮
下
亜
華
莉
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
第
20
回
県
小
学
生
学

年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
４
年
生
の
部
個

人
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

矢
知
健
志
・
府
中
希
空
（
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少

年
団
）▽
第
28
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
交
流
大
会
個
人
戦
男
子
６
年
生
の
部
優
勝

坂
東
佳
汰
（
小
木
相
撲
教
室
）
▽
第
28
回
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
相
撲
交
流
大
会
個
人
戦
小
学
生

３
年
生
以
下
の
部
優
勝

半
田
翔
誠
（
小
木
相
撲
教
室
）
▽
第
23
回
県
相

撲
選
手
権
大
会
個
人
３
年
生
の
部
優
勝

坂
口
慶
一
（
小
木
中
）
▽
第
69
回
石
川
県
中
学

校
相
撲
大
会
個
人
軽
量
級
の
部
優
勝

高
市
璃
那
（
柳
田
中
）
▽
第
62
回
全
日
本
中
学

校
通
信
陸
上
競
技
大
会
県
大
会

女
子
共
通
砲
丸
投
げ
優
勝

牧　

和
音
・
濵
中
彩
花
（
能
都
中
）
▽
第
37
回

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技
女
子
個
人
第
２
位

坂
口
達
哉
（
飯
田
高
）
▽
平
成
28
年
度
県
高
校

総
体
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大

会
男
子
69
㌔
㌘
級
優
勝

奥
野
優
奈（
鵬
学
園
高
）▽
平
成
28
年
度
石
川
県

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
女
子
優
勝

橋
本　

茜
（
金
沢
学
院
高
）
▽
第
58
回
北
信
越

高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
女
子
団

体
優
勝
、
個
人
準
優
勝

谷
口
諒
真
（
金
沢
市
立
工
高
）
▽
第
71
回
国
体

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
少
年
男
子　

出
場

向
井
悠
樹
（
七
尾
特
別
支
援
学
校
珠
洲
分
校
）

▽
第
16
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競
技

男
子
１
５
０
０
㍍
優
勝

受賞者を代表し、謝辞を述べる
小木中学校の坂口慶一さん
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

中
林
誠
一
（
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　

中
林
さ
ん
は
平
成
7
年
か
ら
柳
田
村
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
所
属
。
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局
長
、
副
会
長
を
歴
任
し
、
平
成
28
年
か

ら
は
会
長
と
し
て

会
の
運
営
と
競
技

の
発
展
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。
選
手

と
し
て
も
北
信
越

大
会
や
ゆ
う
り
ん

ピ
ッ
ク
国
体
に
出

場
し
、
活
躍
を
み

せ
て
い
ま
す
。

米
澤
真
琴

（
能
登
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
監
督
）

　

米
澤
さ
ん
は
平
成
19
年
に
能
登
高
校
に
赴
任

し
、
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
監
督
と
し
て

数
々
の
大
会
で
能
登
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
を
好
成
績
に
導
き
ま
し
た
。
県
高
校
総
体
で

5
年
連
続
、
北
信
越
大
会
で
も
2
年
連
続
優
勝

し
た
ほ
か
、
平
成
27
年
全
国
高
校
総
体
で
は
団

体
3
位
、
個
人

2
位
に
導
く
な

ど
、
テ
ニ
ス
強

豪
校
と
し
て
全

国
に
能
登
高
校

の
名
を
と
ど
ろ

か
せ
ま
し
た
。
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能
登
町
長
選
挙

能
登
町
長
選
挙

能
登
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

能
登
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

大
切
な

大
切
な  

あ
な
た
の
声
を

あ
な
た
の
声
を  

一
票
に
！

一
票
に
！

33 月月 2626 日日日日投票日

投票時間は夜 8 時まで（一部投票所を除く）
当日投票できない方は期日前投票ができます

投
票
で
き
る
人

　

平
成
11
年
３
月
27
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
平
成
28
年
12
月
20
日
ま
で
に

本
町
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
き
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
日
本
国

民
で
す
。

投
票
所
及
び
投
票
時
間

　

投
票
所
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の

表
①
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
投
票
時

間
に
つ
い
て
は
、
午
前
７
時
～
午
後
８

時
と
な
り
ま
す
が
、
一
部
の
投
票
所
に

お
い
て
は
閉
鎖
時
刻
が
午
後
７
時
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
の
参
議
選
よ
り
投
票
区
投
票
所

が
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

入
場
整
理
券

　

投
票
で
き
る
人
に
は
「
は
が
き
」
で

は
な
く
、
世
帯
ご
と
に
封
書
を
郵
送
し

ま
す
。
封
筒
の
中
に
は
１
人
１
枚
ず
つ

「
投
票
所
入
場
券
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。

投
票
場
所
な
ど
を
確
認
し
、
自
分
の
入

場
券
を
持
っ
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ

う
。
届
か
な
い
場
合
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

点
字
や
代
筆
に
よ
る
投
票
も

　

視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
は
点
字
投
票

が
で
き
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
た

め
自
分
で
記
入
で
き
な
い
人
は
、
職
員

が
代
筆
す
る
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
用
紙

　

投
票
用
紙
は
２
種
類
あ
り
、
色
は
次

の
と
お
り
で
す
の
で
、
投
票
す
る
際
に

は
間
違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

・
町
長
選
挙
…
白
色

　

・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
　
　
　
　
　

…
薄
い
ク
リ
ー
ム
色

期
日
前
投
票
の
ご
利
用
を

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
に
投

票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
所
の
場

所
及
び
期
間
等
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
②
の

と
お
り
で
す
。

不
在
者
投
票
の手続

き
は
お
早
め
に

　

出
張
や
旅
行
な
ど
で
期
日
前
投
票
に
も

行
け
な
い
人
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
選

挙
管
理
委
員
会
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
利

用
に
は
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
が
必
要
で

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
し
か
た

　

①
町
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
送
付
さ
れ

　

た
案
内
を
確
認
し
、「
宣
誓
書
（
請
求

　

書
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
投
票
用
紙
、
投
票
用
封
筒
（
内
封
筒

　

と
外
封
筒
）、
不
在
者
投
票
証
明
書
を

　

お
送
り
し
ま
す
。

　

③
届
い
た
書
類
一
式
を
持
っ
て
、
滞
在

　

し
て
い
る
自
治
体
の
選
挙
管
理
委
員
会

　

に
行
き
、そ
こ
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

即
日
開
票

　

開
票
作
業
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後
９

時
か
ら
、
能
都
社
会
福
祉
会
館
４
階
大
集

会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　能登町長および能登町議会議員補欠選挙が 3 月 21 日告示、
3 月 26 日投票で行われます。町の進むべき方向を決めるため
の最も身近で大切な選挙です。確かな一票を投じてください。
　投票日に仕事など用事がある人は期日前投票や不在者投票を
利用し、棄権することのないようにしましょう。

問町選挙管理員会事務局☎ 62-8510（総務課内）

18 歳になったら選挙に行こう！
　公職選挙法等の一部が改正され、平成 28 年 6 月 19 日以降
の選挙から選挙権年齢が「満 18 歳以上」に引き下げられました。
　能登町では 18 ～ 19 歳を含む「若年層」の投票率が低く、
政治や選挙への関心が薄い状況にあります。選挙権は私たちに
とってとても大切な権利ですので、必ず投票しましょう。

投票所 場所 開設期間 投票時間 投票可能地域
第 1 能都社会福祉会館　１階集会室 3/22～3/25 午前8時30分～午後8時

全域
第 2 能登町役場柳田庁舎　１階事務室 3/22～3/25 午前8時30分～午後7時
第 3 内浦福祉センター　１階集会場 3/22～3/25 午前8時30分～午後7時
第 4 小木地区活性化センター　ロビー 3/24～3/25 午前8時30分～午後7時
第 5 町立鵜川公民館　図書室 3/24～3/25 午前8時30分～午後7時
第 6 矢波地区集会所 3/22 午前8時30分～午後0時30分 矢波、猪平
第 7 宮地生活改善センター 3/22 午後1時～午後5時 宮地、鮭尾、太田原、柏木
第 8 当目地区多目的研修集会センター 3/22 午前8時30分～午後0時30分 田代、下当目、上当目
第 9 斉和多目的集会所 3/22 午後1時～午後5時 中斉、神和住

第 10 上区集会所 3/23 午前8時30分～午後0時30分 上東、上西、滝之坊、田代駒渡
第 11 能登勤労者プラザ　体育館 3/23 午前8時30分～午後0時30分 越坂、上市之瀬、下市之瀬、明野
第 12 小浦地区集会所 3/23 午後1時～午後5時 小浦、羽根

表②　期日前投票所一覧（予定）

投票区 投票所 閉鎖時刻 区域

第１ 能都社会福祉会館
　１階集会室 午後 8 時

天保島、天徳町、本町、大蔵町、. 浜町、酒垂町、大竹町、中組、桜町、三番町、
中島町、浜小路、川原町、新村本町、新村浜町、昭和町、音羽町、小棚木、大棚
木、城野町、城山、羽根

第２ 町立宇出津小学校
　１階会議室 午後 8 時 仙人町、立町、横町、上田町、上町、中町、大橋組、錦町、鳳寿荘、栄町、上岩屋

町、下岩屋町、漆原、梅ノ木、平体、大平、源平、宇出津新港1・2、辺田の浜、柳倉
第３ 町立ひばり保育所　遊戯室 午後 8 時 四明ヶ丘、崎山1・2・3・4
第４ 町立三波公民館　集会室 午後 7 時 間島、波並、矢波、猪平
第５ 町立神野公民館　ホール 午後 7 時 宇加塚、鶴町、曽又、下藤ノ瀬、上藤ノ瀬、神ノ目

第６ 町立鵜川公民館　図書室 午後 8 時 七見、桜台、天神町、鵜川栄町、二区、神出町、浜出町、馬場出町、大工町、桜
木町、小垣、谷屋

第７ 町立瑞穂公民館　和室 午後 8 時 吉谷、神道、八ノ田、町、院内、西安寺、爼倉、木住、三田、豊ヶ丘、武連、本木、
宮地、鮭尾、太田原、柏木

第８ 野田コミュニティーセンター
　和室 午後 8 時 野田、金山、日詰脇、重年、百万脇、米山、笹川、石井、国光、鴨川、十郎原、

五十里、ひかり団地、さくら団地

第９ 小間生地区生活改善センター
　和室 午後 7 時 上長尾、小間生、鈴ヶ嶺、桐畑、久田

第 10 町立上町公民館　研修室 午後 8 時 合鹿、中ノ又、上町、天坂、寺分、五郎左エ門分、わすみ団地、こすもす、中
斉、神和住

第 11 町立岩井戸公民館　会議室 午後 7 時 黒川、大箱、北河内、田代、下当目、上当目

第 12 内浦福祉センター
　1階集会場 午後 8 時

港町、第1 港町、中町、浜町、白山町、御坊町、平尻町、第1 元組、第2 元組、鍛
治町、上出町、第1 八幡、第2 八幡、梅の木団地、枇杷坂団地、坪根、恋路、明
生、空林、もちの木団地、雇用促進住宅、布浦、鹿泊、比那、九ノ里、第2 長寿
園、上東、上西、滝之坊、田代駒渡

第 13 町立不動寺公民館　集会室 午後 7 時 宮犬、不動寺、行延、山口、程谷、十八束、山中、満泉寺、国重
第 14 町立秋吉公民館　集会室 午後 7 時 九里川尻、秋吉、河ヶ谷、清真

第 15 白丸コミュニティ施設
　多目的ホール 午後 8 時 立壁、四方山、向出、下出、新村、内浦長尾、新保

第 16 小木地区活性化センター
　ロビー 午後 8 時 西町1・2、東町1・2・3、新町、下浜1・2・3・4、高浜1・2、三矢1・2、庄崎1・2・

3、高瀬1・2・3、越坂、上市之瀬、下市之瀬、明野
第 17 町立高倉保育所　遊戯室 午後 8 時 姫向浜、姫中組、姫1・2・3、姫幸の港、真脇、羽生、小浦

表①　投票区・投票所一覧（予定）


